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要約 

 

本研究では、最近収集された我が国の子どものクロスセクションデータを利用して、幼

児教育のタイプ（幼稚園か保育所か）やその期間が、子どものその後の学力や非認知能力

に与える効果を推計した。従来の研究と比較した特徴は、我が国ではほとんど始めて子ど

もの受けた幼児教育経験と学力や非認知能力を結びつけた分析としては我が国で初めてで

あること、先行研究に欠けた幼児教育や保育の期間の情報も利用したこと、そして、幼児

教育の選択とその後のアウトカムとの因果関係の識別に注意を払い、操作変数法を用いた

ことが特徴である。これまでの分析の結果、単純な線形回帰の下では統計的に有意に推計

された幼稚園の学力へのプラスの効果が、操作変数法を利用した推計では棄却されること

がわかり、単純な回帰分析では幼稚園の効果の推計に大きなバイアスがあることが分かっ

た。また、教育年数の増加は、子どもの非認知能力の改善につながる可能性を見て取るこ

とができた。 
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